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大阪芸術大学教員養成研究論集　芸術と教育　第 8号（2024.3）

編集後記

　この度『芸術と教育』第 8 号が完成しました。本号は音楽学科・初等芸術教
育学科に所属の先生方から投稿いただいた 2 編の論文と 2 編の実践報告という内
容になっております。
　号を重ねて気になるところは、投稿数全体の減少と造形系教員の投稿の減
少です。美術・デザイン・工芸は、本学でも教育職員免許状を多く取得する
学科となっており、これからもより質の高い教員養成の授業が求められてお
ります。実際に授業を行う教員の多くは、作品制作を軸とした研究活動を行
なっており執筆活動まで手を伸ばせないのが現状ですが、今一度、芸術教育
という観点に立って「研究ノート」（研究作品発表の実施の報告）や「実践報告」
などに投稿していただけないかと思っております。制作活動や授業現場の経
験を文章化し、問題点や新しい課題を明確にすることで、これからの研究活動
やより質の高い教員を養成できる授業内容に繋げていけるのではないかと
思っております。
　次号からも本研究論集が教職課程を担当される教員はもとより、特に造形
系の教員の研究業績の発表の場とされることを編集部会一同お待ちしており
ます。
　最後になりましたが、今回ご執筆いただいた先生方、査読に協力してくだ
さった先生方、出版に向けて編集作業、印刷製本をご担当いただいた方々に深
く感謝いたします。

工芸学科　長谷川 政弘
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